






要約:アトピー性皮膚炎を主訴として小児科アレルギー外来を受診した 6 才未満の乳幼児

118 名について,卵白,牛乳,大豆,ダニに対する特異 IgE 抗体を測定し,食物アレルギーの

関与の実態について検討した。その結果,食物アレルギーがアトピー性皮膚炎の症状の修

飾に関与するのは乳児期および幼児期早期にみられる特有の現象であり,年長児になるに

従い,ダニアレルギーあるいはその他の非特異的因子の関与する割合が高くなることが明

らかとなった。


